
ＳＥＮＴＡＮパイル工法
基礎・土構造研究室

 オールケーシング工法による場所打ち杭の先端支持力を強化可能です。
 モニタリング施工により、従来の場所打ち杭に対して信頼性の大幅な向上が可能です。
 適用可能な杭径は、1000mmおよび1200mmです。

杭先端に荷重履歴を与えることで、先端支持力性状を改善することができます。
また、施工中における荷重と沈下量のモニタリングにより、改善状況を確認でき
ます。これにより、従来の場所打ち杭に対して信頼性の大幅な向上が可能です
（図１～図３）。

概 要

図１ 施工手順

図２ リング貫入手順 図３ 施工状況
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